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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は本邦2型糖尿病患者においてメタポリックシンドローム (MetS)と無症候性
ラクナ梗塞､CardiovascularDisease(CⅦ)の関連を検討し､CⅦ についてNAG､β2
ミクログロブリン､Lipocalin-typeProstaglandini)synthase(PGDS)などの尿中蛋白と
の間に有意の相関を検出し､ロジスティック解析において尿印 GDSとCⅧ の関連性が
最も有意であることを見出している｡
以上の結果は､尿中蛋白と2型糖尿病の血管病変との関連において重要な知見であり､
また本症の病態診断に関する貴重な業績であるo
よって､本研究者は博士 (医学)･の学位を得る資格があると認める｡
